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様式第 1号(第 5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  令和３年度 第５回美幌町社会教育委員会議 

開 催 日 時 
  令和４年１月２７日（木） 
    １８時３０分 開会   １９時３０分 閉会 

開 催 場 所  美幌町民会館 １階小ホールＡ・Ｂ 

出 席 者 氏 名 

委  員： 牛島委員長、杢師副委員長、伊藤、茂手木、寺田、宮崎、

下山各委員（７名出席） 

教育委員： 加藤哲彦教育長職務代理者、小川慶子委員、大沼美紀委員、

東海政博委員（４名出席） 

教育委員会： 矢萩教育長、遠藤教育部長、松尾社会教育課長（３名出

席） 

欠 席 者 氏 名 
 伊與部委員、関谷委員、辻委員、澤田委員、國澤委員、西谷内委員 

（６名） 

事務局職員職氏名  野村社会教育グループ主査、山本文化振興グループ主査 (２名出席) 

議 題 

報告事項 

（１）令和３年度 美幌町社会教育委員の事業視察 

協議事項 

（１）令和３年度 美幌町社会教育委員の研究調査 

美幌町教育委員との意見交換 

その他 

会議の公開又は非

公開の別 
  公 開 

非 公 開 の 理 由 
(会議を非公開とした場合) 

 

傍 聴 人 の 数 
(会議を公開した場合) 

  なし 

会議資料の名称 

・第８次美幌町社会教育中期計画（答申案） 

・課長・館長連絡事項 

・令和４年１月分行事予定表 

・びほろっ子プレイガイド１月号 

・全国社教連会報第８９号 

・第６０回北海道社会教育研究大会（渡島大会）基調講演 

会議録の作成方針 

■録音テープを使用した全部記録 

□録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

その他の必要事項  
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令和３年度 美幌町社会教育委員会議 

(第５回)議事録  

 

１ 開  会                 

（牛島委員長） 

皆様こんばんは。 

定刻となりましたので、これより令和３年

度第５回美幌町社会教育委員会議を開催

いたします。本日は、大変お忙しいところ

お集まりをいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。 

開会に先立ちまして、事務局より報告事

項がございます。 

 

（松尾社会教育課長） 

報告事項を申し上げます。 

本日の会議ですが、伊與部委員、関谷

委員、辻委員、澤田委員、國澤委員、西谷

内委員より欠席のご連絡をいただいており

ます。また本日は後ほど美幌町教育委員

の皆様との意見交換を予定しており、加藤

教育長職務代理者、小川委員、大沼委

員、東海委員にもご出席いただいておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

本日の会議は、美幌町自治基本条例第

１１条の規定に基づき、公開で実施いたし

ます。 

次に本日の会議の議案と資料の確認を

させていただきます。先に送付いたしまし

た議案と資料の方はお持ちいただいてお

りますでしょうか。この他に本日の配布資料

といたしまして、課長・館長連絡事項、行事

予定表、びほろっ子プレイガイド、全国社

教連会報の８９号、第６０回北海道社会教

育研究大会（渡島大会）基調講演の冊子、

こちら５種類の資料を机上に置かせていた

だいております。 

また、行事予定表につきましては、新型

コロナウィルスの感染拡大の状況から中

止、延期となっている事業も中にはござい

ますので、ご了承いただけますようお願い

いたします。 

資料につきまして無いもの等がございま

したら事務局の方にお申し付けくださいま

すようお願いいたします。 

以上でございます。 

 

（牛島委員長） 

はい、ありがとうございます。 

 

２ 開 会 あ い さ つ          

（牛島委員長） 

それでは、開会にあたりまして一言ご挨

拶をさせていただきます。 

改めまして、こんばんは。 

１月の末になってしまいましたが、今年も

どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、新型コロナ、オミクロン株が全国で

猛威を振るっております。今日の北海道の

感染者は、２，８５２名と発表されておりま

す。その影響は、美幌町にも及んでおりま

す。私たちの出来る感染対策をしながら、

なんとか自分も含めてかからないようにしな

ければならないなと、このように思っている

ところでございます。早くコロナが収まること

を願うばかりです。 

そのような中、明るいニュースもございま

す。皆さんもご存じのとおり、２月４日に開

会されます北京冬季オリンピックに、美幌

町出身でありますスケートの一戸さん、クロ

カンの石田さんが日本を代表して出場され

ます。スポーツ協会と教育委員会では、パ

ブリックビューイングなども予定されている

ようですけれども、コロナの関係もありまし

て縮小して開催するようなことを聴いており

ます。伊藤さん、この後よろしくお願いいた

します。 

本日は教育委員の皆様にご出席をいた

だき、この後会議を進めてまいりますが、会

議の最後に教育委員の皆様との意見交換

もありますので、この後よろしくお願いいた

します。お世話になります。 

 

（牛島委員長） 

次に、教育委員会矢萩教育長よりご挨

拶をいただきます。 
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(矢萩教育長） 

改めまして、皆様お晩でございます。そ

して、今年もどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

本日は、足元の悪い中そして夜分寒い

中ご出席をいただきまして、誠にありがとう

ございます。 

委員の皆様には、日頃より社会教育活

動の実践者として色々な場面でご活躍を

いただいておりますことに、敬意と感謝を

申し上げます。 

また、猛威を振るっております新型コロ

ナウィルス感染症におきましても、日頃から

感染予防対策にご協力をいただいており

ますことに、この場をお借りしてお礼申し上

げます。 

今日は、４名の教育委員の方々にもオ

ブザーバーということで参加頂いていま

す。私から紹介させていただきます。 

 

（教育委員を紹介） 
 

後ほど意見交換の場を設けさせていた

だいておりますので、そこで委員さんから

お話をいただければと思っております。 

本日の会議におきましても、どうぞお互

いご忌憚のない意見を交わしながら、活発

な会議となりますことをご期待申し上げまし

て、簡単ですが挨拶とさせていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございました。 

 

３ 報 告 事 項                

（１）美幌町社会教育委員の事業視察につ

いて 

 

（牛島委員長） 

それでは審議に入りたいと思います。 

報告事項（１）美幌町社会教育委員の事

業視察を議題といたします。昨年１０月から

取り組んでいる事業視察の状況につきまし

て、各グループの代表の方からご報告をい

ただきたいと思います。 

はじめに、社会教育課から下山委員の

報告をお願いいたします。 

 

（下山委員） 

社会教育課ですが、高校生リーダー養

成講習会を視察させていただきました。高

校生の前向きな参加者の方が、自分の将

来のスキルアップに向けていろいろと学ば

れている姿を見て、とても素晴らしい事業

だなと感じました。 

それと、びほーる演劇ひろばの方を視察

予定だったのですけれども、まだちょっと完

了していないのでこちらの方の報告は今日

できないのですが、申し訳ございません。 

以上になります。 

 

（牛島委員長） 

はい、ありがとうございます。 

続きまして、スポーツ振興課、茂手木委

員より報告をお願いいたします。 

 

（茂手木委員） 

はい、報告させていただきます。 

１０月１１日にスポーツ振興課のスポーツ

担当でボルダリングの初心者指導者研修

を行って、それの視察をさせていただきま

した。皆さん、これから指導されるという方

たちなので、一生懸命先生のお話を聞い

ていただいて、報告書にも書かせていただ

きましたけれども、多少時間は伸びたので

すけれども、指導者の熱心さが伝わってく

ると感じました。 

もう一つが、ＡＫＢスポーツチャレンジの

柔道・相撲、これを視察しようとしたのです

けれども、日程が先方の都合で１週間伸び

てしまいまして、こちらもちょっと都合がつ

かなくなったものですから、こちらの視察は

行っておりません。 

ひとつだけでした。以上です。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございました。 

次に博物館課。辻委員から報告をお願



 

－ 3 － 

いしたところですが、欠席ですので、野村

主査よりご報告をお願いいたします。 

 

（野村社会教育グループ主査） 

はい、博物館課の事業視察をしておら

れる３名の委員が今日欠席ということで、代

わりに私の方から報告をさせていただきま

す。 

博物館課につきましては、１０月３０日に

博物館講座（自然編）で、「樹木治療の現

場を見てみよう」ということで、保存樹木に

なっている美幌小学校のかしわの木の治

療の現場を、西谷内委員と辻委員の２名が

視察されております。 

それと、１２月２５日にプチ工房「しめ縄

づくり」を事業視察予定されまして、こちら

は、都合により辻委員お一人が事業視察さ

れたとお聞きしております。 

それで、当初予定になかったのですけ

れども、今月１月８日に同じくプチ工房の

「スノードームづくり」が開催され、こちらの

事業に西谷内委員が事業視察で実際に

参加されたとお聞きしております。 

博物館課の事業視察については以上で

ございます。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございます。 

次に図書館課、宮崎委員よりご報告お

願いいたします。 

 

（宮崎委員） 

図書館グループの宮崎です。 

１１月６日に開催されました英語とあそぼ

に３名参加してまいりました。ＡＥＴのカトリ

ーナさんが主となって、本物の英語を約２０

名から３０名の親子の方に、生の英語で絵

本の読み聞かせをされていました。とても、

子供たちが違和感なくカトリーナさんと接し

ているところが、一番印象に残りました。 

レコードコンサートの方は、私ちょっと不

参加なのですけれども、２名の方が参加さ

れたとお聞きしております。あと、これ以外

に急遽視察ですね、杢師委員と私の方で

東陽小学校の図書室などを視察に行きま

して、今の学校図書の環境を拝見させてい

ただいたり、本当に教育委員会との連携が

かなり取れているなあというところを拝見さ

せていただきました。 

勉強になりました。ありがとうございます。 

 

（牛島委員長） 

はい、ありがとうございました。 

それぞれの課における視察報告をいた

だきました。ただいまの報告につきまして

委員の皆様からご質問等ありましたらお願

いいたします。 

追加の感想等ありませんか。 

よろしいでしょうか。ありがとうございま

す。 

それでは、以上で報告事項（１）美幌町

社会教育委員の事業視察についてを終わ

ります。 

 

４ 協 議 事 項                

（１）令和３年度美幌町社会教育委員の研

究調査について 

 

（牛島委員長） 

次に協議事項に入ります。協議事項（１）

令和３年度美幌町社会教育委員の研究調

査を議題といたします。 

今年度はご存知のとおり第８次美幌町

社会教育中期計画の策定を研究調査に

位置付け取り組んでまいりましたが、１２月

の策定委員会議以降の作業について正副

委員長と事務局に一任されましたので、本

日は事務局より修正が加わった答申案の

内容についてご説明をいただいた後、皆

様方よりご質問、ご意見を賜りたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

それでは、事務局お願いいたします。 

 

（野村社会教育グループ主査） 

はい、それでは先にお送りいたしました

第８次美幌町社会教育中期計画の答申案

ということで、皆様今日お持ちいただいて

いますでしょうか。そちらをご覧いただきな
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がら説明をしたいと思います。 

昨年の１２月２２日に策定委員会議を開

催いたしまして、答申案の原案についてお

示しをさせていただきました。その結果、概

ね当初の案でご承認をいただきまして、先

ほど委員長からお話がありましたとおり、今

後の作業につきましては正副委員長と事

務局の方に一任をいただいたというところ

でございます。 

本日は、その策定委員会議以降修正を

加わったところを中心にご説明をさせてい

ただきまして、皆様に内容のご審議を頂戴

したいというふうに思っております。 

教育委員の皆様につきましては、今回

初めてご覧いただく答申案ということになる

かというふうに思いますけれども、一応、事

前に送らせていただいておりますので、ご

一読いただけているものと思いまして、この

後説明を進めさせていただきたいと思いま

す。 

それでは、具体的に何がどう変わったの

ですかというところについて説明をしたいと

思います。 

大きくは３点あります。 

まず１点目は、大事な部分だったのです

けれども、中期計画の第１章なのですが、

具体的なページでいうと３ページになりま

す。 

前回の答申案では含まさってなかった

のですけれども、社会教育委員の皆様に

毎年積み上げていただきました単年度評

価を５年間総括する形の分析と言います

か、そういったものの記載が前回の答申案

で抜けておりました。そのことから、３ペー

ジの大きな２番目、本町社会教育の現状と

問題というところから、４ページのそれぞれ

の第７次の推進目標の現状と問題点という

ことで、社会教育委員の皆様からいただい

た単年度評価を事務局の方で分析をさせ

ていただきまして、それぞれの推進目標に

対する現状と問題点について記載を追加

させていただいております。 

続いての修正は、第２章になります。具

体的に言うと１２ページをご覧いただきたい

と思います。 

１２月の答申案では、掲載がこれも無か

ったのですけれども、美幌町教育委員会

の組織機構をここで掲載をさせていただき

ました。といいますのは、この社会教育中

期計画自体の推進をしていく課がどういっ

たところかというところを図できちんと示し

て、それぞれの課でどういう業務を行って

いるのかということを明示したうえで、この

推進目標を取り進めて行きますよというよう

な形で、組織機構を明示したというところを

追記させていただいております。 

それと、第５章、具体的には３４ページか

らになりますけれども、これが中期計画の

肝といいますか策定委員の皆様の計画策

定に寄せる思いということで、こうした思い

を背負ってこの答申案が成り立っていると

いうところで、前回空欄だった部分がある

のですけれども、原稿執筆をお願いした委

員さん全ての方から原稿をいただき、３４ペ

ージ以降にその原稿を載せさせていただ

いたというところが大きな変更と修正点で

す。 

あと、この他で前回の計画案から文言の

整理だとか、そういった細かい部分の修

正・加筆を加えさせていただいて、前回の

会議でお約束した通り、事前に送付するこ

とができたというところでございます。 

以上、前回の答申案からの修正・変更

点についてご説明をさせていただきまし

た。皆様のおかげをもちまして、ここまで来

ております。最終的な審議ということに今日

はなるかと思いますけれども、皆様にご審

議をいただいて答申に向かっていきたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。説明の方は以上でございます。 

 

（牛島委員長） 

説明ありがとうございました。 

変更点、説明、３点ございました。委員

の皆様から、どこからでも結構です、ご質

問やご意見いただければなと思っておりま

す。教育委員の皆様からも、ございました
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らどうぞご質問いただきたいと思います。 

いかがでしょうか。 

どうですか。それぞれの課において議論

を重ねて作り上げた中身なのかなと、１２月

にも感じましたけれどもそのように思ってお

ります。いかがですか。 

ご承認いただけたということで、作り上げ

させていただいてよろしいでしょうか。 

ありがとうございます。 

ご承認いただいたものと思います。 

教育長から諮問を受けて、今月、１月末

日が諮問の締め切り日ということで報告を

準備しておりました。皆様方の気持ちを受

けまして、私の方から教育長の方に答申を

させていただきたいと考えております。 

社会教育委員１３名、策定委員２１名、

合計３４名の心のこもった答申かなと思っ

ております。 

それではこの後、教育長に策定されまし

た中期計画の答申案をお渡ししたいと思

います。私たち策定委員一人ひとりが議論

を重ねて作り上げた素晴らしい中身だと確

信しております。この計画は推進されること

により社会教育活動について、美幌町がさ

らに発展できますことを願っております。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

＜教育長へ答申書手交＞ 

 

（矢萩教育長） 

ただいま牛島委員長から答申案をいた

だきました。 

一昨年の９月に私から諮問をさせていた

だき、この委員会での調査研究を踏まえ

て、昨年７月に策定委員会議を設置し、全

体、さらには４つの部会で現状、課題を認

識され、どのように目標推進のための具体

的な取り組みを進めて行くか等々について

議論を重ねていただいたところでございま

す。改めまして、この間のご尽力に心から

感謝申し上げます。 

答申案には計画策定に寄せる想いとし

て、正副委員長、そして４つの部会の方々

から熱い想いが綴られており、議論の過程

が目に浮かぶとともに、教育行政を執行し

ていく者として身の引き締まる思いでありま

す。 

この計画案を今後開催されます美幌町

教育委員会で提案して、本日お越しいた

だいております４人の教育委員さんとともに

ご審議賜り、成案化、そしてしっかりと取り

組みを推進してまいりたいと思うところであ

ります。 

本当にありがとうございました。 

 

（牛島委員長） 

教育長ありがとうございました。 

以上をもちまして、協議事項（１）美幌町

社会教育委員の研究調査についてを終わ

りたいと思います。 

 

５ 意 見 交 換                 

（１）美幌町教育委員との意見交換 

 

（牛島委員長） 

次に美幌町教育委員との意見交換に入

ります。 

本日は教育委員の皆様においでをいた

だき、この後意見交換をお願いしたいと思

います。 

この件に関しましては 、矢萩教育長より

説明と進行をお願いいたします。お世話に

なります。 

 

（矢萩教育長） 

それではこれからの部分は私から説明

をさせていただきたいと思います。 

昨年はコロナ禍ということで実施できま

せんでしたけれども、教育委員さんと社会

教育委員さんとの意見交換の場を今年度

設定させていただきました。 

こうした意見交換の場といいますのは、

私どもとしましても非常に大事なことと考え

ております。 

教育長と教育委員は、町長と懇談するこ

とが法的に定められております。それは「総

合教育会議」という場があり、町の教育施

策に対し教育委員として町長に意見を申し
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出いただいているところであります。 

同じように教育委員会に対して、社会教

育委員の方々は意見することができる制度

となっております。こうした中で、教育委員

の皆様そして社会教育委員の皆様には、

これまで会議等で様々なご意見をいただ

いているところであります。 

本日は、今答申いただきました第８次と

なります社会教育中期計画の策定にあた

り、社会教育委員さんや策定委員さんの皆

様の熱心なご議論を何度か聞かせていた

だきましたけれども、今回の答申を受けて

教育委員の皆様から計画について率直に

感じられたこと、更には社会教育委員の皆

様への期待、また今後の社会教育活動の

中で意識して頂きたいことなど、どんなこと

でも結構でございますので一言ずつ頂戴

できればと思います。 

発言は座席順に加藤職務代理者から小

川委員、大沼委員、東海委員の順にお願

いしたいと思います。 

それでは、加藤職務代理者よろしいでし

ょうか。 

 

（加藤教育長職務代理者） 

お晩でございます。職務代理者の加藤

でございます。 

こちらの答申案の方を見させていただき

ました。この度は第８次ということで、答申

案を策定する前の早い段階からこの教育

委員会、社会教育委員会議の中で検証し

ていく、そういった話もお聞きしました。そし

て、それが今になってみると、このコロナ禍

にあって、策定期間を長くみたことが、より

良いものをじっくりと作る、そういった糧にな

ったかなと思っています。皆様方も前回あ

たりから視察を通して様々な分野の事業を

ご覧になるようなことになっていると思いま

す。そのことが盛りだくさんに含まれたこの

内容の中に、そういったものを背景として

作られたものなのかなというふうに思ってお

ります。 

また、前回に比べましてこの度の推進目

標、３つの推進目標が設定されましたけれ

ども、これについても前回に比べて、本当

に端的な言葉で表現されているなと思って

いるところに文章を見ますと、このことを意

識して作られたということが書いてありまし

た。 

推進目標の中にも多様性という言葉が

出てきております。多様性という言葉につ

いては比較的新しいのかなと思いますが、

多様化する社会ということは何十年も前か

ら言われてきていると思います。 

社会教育は本当に守備範囲の広いとこ

ろだと思います。子どもから成人層、そして

高齢の方々まで本当に幅広い方々を対象

にするところでありますから、それを網羅し

て、その上で多様化している社会の中で何

をしていくかということが本当に大変になっ

てくると思います。 

ある意味、言えば、表現が前回に比べる

と抽象化したかなというところもあるかと思

いますけれども、それだけ多様性、多様化

というところでは対応しやすくなるのかなと

いう感じもします。ただ、その分、取りまとめ

をする部分においては本当に大変な作業

がこれからあるのかなと思いますけれども、

この第８次というものを実践していく中で、

その辺のところもしっかりと踏まえて評価し

ていただければと思います。 

まだこれからも視察等があると思います

し、その中を通してどういう活動をされてい

るのかということを、皆さんそれぞれが社会

教育の現場の中で活動されている皆さん

ですので、その活動を通して他の分野の

活動のこともしっかりと見ながらご自身の活

動の中に活かしていただきたいと思います

し、この新しい中期計画というものを皆さん

の活動の中に落とし込みながら、皆さんは

特に意識をして進めていただきたいと思い

ます。それと皆様方の仲間の中にもこのこ

とを落とし込みながら、中期計画というもの

を実践していただきたいなと思います。 

皆さん本当に実践者でございますので、

そのことをフルに活用していただいて、これ

からより良い社会教育活動がこの美幌のま
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ちでできるように、そして美幌の社会教育

活動はこれは他の町村と比べても本当に

遜色のない、というか誇れる活動をなさっ

ている。その成果もはっきりと出ていること

がたくさんありますので、そのことをこれか

らも続けて、美幌の町というものをこのオホ

ーツクの注目の町として活躍をしていただ

ければなとそのように思います。 

本当に長い時間をかけての策定というこ

とでお疲れ様でした。本日も遅い時間から

の開催となりましたけれどもお疲れ様でご

ざいます。今後ともどうぞご活躍のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

 

（矢萩教育長） 

それでは、小川委員。 

 

（小川教育委員） 

この度は、社会教育委員の皆さんの熱

い会議に同席させていただきまして、とても

嬉しくまた心強く思っております。ありがとう

ございます。 

社会教育委員の皆様におかれまして

は、ご多用の中、各館の取り組みの単年度

評価を細やかに、また問題点を鋭く炙り出

していただきとても感謝しております。 

時代とともに、インターネットを活用した

本人から、個人からの発信という項目もあ

り、コロナのこの状況を大事にとらえた取り

組みかと思います。 

また、各館それぞれ素晴らしい取り組み

をされているんですけれども、それがより良

く町民の皆さんに響いていない部分があろ

うかと思います。そんな、一生懸命せっかく

やってくださっているのにうまくいかない部

分を社会教育委員の皆さんが、町民の皆

さんとの良いパイプとなって響いていけるよ

うに、これからもご活躍いただけるととても

嬉しいと思います。 

そして、頂いた資料の中で、宮崎さんの

ご感想の中で「大切なことは私たちの意識

なのかもしれません」というふうに謳ってく

ださっていて、本当に実際そうであるし、ま

た町民の皆さんとしては、「お役所がやっ

てくれれば」みたいに思っておられるところ

もあると思いますので、そうではなくて一緒

にやっていこうねという、そういう良い言葉

かなと思います。皆さんそのようにお書きに

なっていないけれども、同じ思いでいらっし

ゃると思いますので、それがより良く響いて

いっていただければ１０年後、今の子ども

たちが大きくなった時に、誇れる美幌町を

残してあげられるかなと思います。 

いつもお仕事がありながら各館の取り組

みを見ていただき、また、コロナ禍の中で

上手く進まない部分もあったかとと思いま

すけれども、皆さんがご健康でご活躍して

いただきとても嬉しく思います。ありがとうご

ざいます。以上です。 

 

（矢萩教育長） 

それでは、大沼委員。 

 

（大沼教育委員） 

 社会教育の皆さんが何度も協議を重ねら

れて、皆さんの思いが伝わる丁寧な計画を

読ませていただきました。本当に感謝をし

ております。ありがとうございました。 

 先ほど頂いたこの資料の中に推進目標

が３つあるのですけれども、高度情報化さ

れた現代社会をチャンスと書いてあるので

すけれども、その情報が正しいか正しくな

いかということを見極める知識や判断もこ

れから子どもには大変必要になってくると

思いますので、４つ課があるのですけれど

もそれぞれ目標を同じにして頑張っていた

だきたいと思います。 

 二つ目のふるさとの魅力を受信・発信と

あるのですけれども、やはり、ふるさとは美

幌高校なくしては語れないなといつも思っ

ています。今日公立高校の出願状況が発

表されましたが、美幌高校の倍率よりも大

空高校の倍率を見たときに「こんな近くで

頑張っている高校がある。ならば、美幌高

校もまだまだ頑張れる。」とすごく感じまし

た。美幌高校の魅力を発信しながら、いろ

いろな情報を町民の皆さんに発信していた
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だければありがたいと思います。 

 目標３つ目の多様性を尊重した学びの

中で、人々の持つ多様性とともに、今、各

家庭の子育てや教育がすごく多様化して

います。そんな中で、またこの４つの課で

同じ目標に向かって頑張っていただきたい

なと思います。本当にありがとうございまし

た。 

 

（矢萩教育長） 

それでは、東海委員お願いします。 

 

（東海教育委員） 

就任して日が浅いものですから勉強不

足で、ここで話させていただくことも大変お

こがましいと思うのですけれども、少し話さ

せていただければ… 

こうして、初めて社会教育委員の会議に

参加させていただいたのですけれども、８

次の社会教育中期計画案の策定するとこ

ろに関わって、大変貴重な体験をさせてい

ただいて本当にありがたく思います。 

そして、読まさせていただきましたとこ

ろ、３つの推進目標を７次からの単年度評

価を踏まえたなかで第８次の目標を定めた

ということで、加藤委員も言われていたので

すけれども、大変端的に町民にわかりやす

い中身の詰まった目標であるなと思いまし

た。 

その中で、世代横断的に取り組むべきと

いう目標に立っているということで、個人的

には生涯学習はすごく大切なことだなと思

いまして、世代を超えた取り組みの内容と

なっているということを基に、３つの目標の

中に含まれているということで、心から良い

なと思います。 

それに基づいて、各課の取り組みが良く

取り組まれているということで、この８次の計

画の企画がそれに向かって行ける道筋が

しっかり出来ているかなと思いますので今

後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

（矢萩教育長） 

ただいま４人の委員さんからご意見いた

だきましたけども、社会教育委員の皆さん

から私ども教育委員さん、教育委員会に対

して何かありましたらお願いします。 

茂手木さん、何かありましたら。 

 

（茂手木委員） 

先ほど、大沼委員さんからもお話あった

のですけれども、私も美幌高校出身という

ことで、非常に今日の倍率を見てグッとくる

ような。０．４倍位でしたっけ。そういったも

のを見まして、私はスポーツに関わってい

たものですから、やはり、各部活ですよね。

本当になくなっていますよね。出来る部活

が無いような状況で。こういうのを見ると非

常に寂しいなと。ＯＢとしては非常に情けな

いなという思いで…。 

まあ、美幌高校の存続に関しては色々

な会議でお話しをいただいていると思うの

ですけれども、更にもう一歩、何か魅力を

発信できるものがあって、もっと生徒を増や

して、部活も盛んにして…。何か特徴のあ

るものを一つでも良いので、部活でも、部

活に限らず文化の方でも何でも良いので

すけれども、何か特徴を持てる高校にして

いただければ、もうちょっと伸びていくのか

なというのが正直な意見です。 

 

（矢萩教育長） 

今、高校の関係でご意見頂戴しましたけ

れども、美幌高校は唯一の高校ということ

で、町を挙げて経済界、様々な自治会

等々と含めまして各界各層の皆さんから委

員さんになっていただいて、美幌高校振興

対策協議会というのを作っていて、様々な

支援をさせていただいています。 

その中で高校の魅力化、魅力をどうして

いったら良いのかということで、親が行かせ

たくなる高校ということもそうですし、子ども

たちが行きたくなる高校、そういった高校に

するにはどうしたら良いかということで、高

校も町も協議会も一緒になって知恵を絞っ

ている中であります。 

なかなか一朝一夕で結果が出てこない

ところでありますけれども、ここは引き続きし
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っかりと取り組んで参りたいと思っておりま

すので、よろしくお願いします。 

あと、委員さんの方から何か。 

宮崎委員さん。 

 

（宮崎委員） 

今日はどうもありがとうございました。 

この経緯なんですけれども、この３つの

推進目標ですね。本当にどうやったら伝わ

るかということで、社会教育の方々と３．４回

会議を重ねた後、言葉の一つ一つ、最後

の多様性を尊重した学びについては何時

間ぐらいかかりましたかね。それぐらい思い

入れがあって、一つ一ついかに簡単で伝

わる目標になるかということを本当に駆使し

て、社会教育の方、教育委員会の方が皆

さんで考えた、私たちは好きなことを言っ

て、教育委員会の方は本当に素晴らしい

なといつも思っていて。町民の誇りとなる教

育委員会だと思いますので。本当にバック

アップしたいと思っていますので、できるこ

とは何でも町民におっしゃって欲しいなと

思います。そんな感じです。ぜひ、教育委

員会の皆さんの活動を応援してください。

よろしくお願いします。 

 

（矢萩教育長） 

ありがとうございます。 

今、宮崎委員さんからありましたけれど

も、推進目標３、ここで、「美幌町に住んで

いて良かった、私の居場所が美幌町にあ

る」というフレーズがありますけれども、ここ

は私も非常に染みているところであります。

しっかりやっていきたいと思います。 

あと、委員さん何か。 

寺田さん。よろしいですか。 

 

（寺田委員） 

今日は教育委員の皆様ありがとうござい

ます。私も普段の会議となんとなく違った

感じで少し緊張するような感じがしましたけ

れども、私たち社会教育委員の皆さんとの

話し合いでは、こういう会議の場では割とし

ゃべることも整理しながらやっているのです

が、その前段の会議とかコミュニケーション

を取る場では、すごく楽しく和気あいあいと

やっているんですよね。茂手木さんが推進

役になっているんですけれども。 

なので、本当に美幌町をこんな風にした

いねとか、こんな町になったらいいよねと

か、私たちに何ができるかなとか、そういう

話って緊張の無い場所というかざっくばら

んに話ができる場所でないと出ないので、

そういう場所が少しでも多くなって、そして

気持ちよくいろいろな仕事、社会教育もそ

うですけれども、子どもたちに接する活動

も、楽しくと言ったら語弊があるかもしれま

せんが、明るく元気に人生の楽しみを感じ

られるように、私たち大人の場所もそうなん

だけれども、子どもたちの場所もそういうふ

うにしたいなと感じているんですね。 

僕は、自分の子どもが３人いるんですけ

れども、子どもを通して学校のこととか、教

育のこととか、自分も大人なので大人として

子どもにどういうふうに接すべきか等、考え

ることが非常に多いです。 

今、世の中がインターネットの時代にな

って、子どもたちは相当いろいろな情報を

直に自分で必要とすれば得られる状況に

なっていると思うんですね。今、学校からＧ

ＩＧＡスクール構想ということもあり、そういう

端末が与えられているでしょうし、家にもパ

ソコン、タブレット、スマホもそうですけれど

も、相当数個人的にも子どもたちがそういう

情報を入れられる中で、私たちは大人とし

て子供たちにどんな教育をしていくことが

必要なのか。 

やはり、少し前から変わっているような気

がしています。今まで通りの大人が言うん

だから間違いないよとか、そういう伝え方で

は今は間違いなく伝わらなくなっています

し、子どもたちも自分たちながらに自分の

意思を持ち始めているので、自分の考えと

学校とか大人たちと合わないと、やはりそ

れを敏感に感じて反発したりとか、行動に

出るとかいろいろとあると思います。なの

で、そういう子どもたちに対して私たち大人
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というか学校とかですね。学校は、学校が

どのようにして美幌の子どもたちを育てて

いったら良いかということを、私も参加した

いのですけど、いろいろな人たちが参加し

ながら、幼稚園から小学校、中学校、高校

と繋げて、町の教育に対してこんなふうに

したいよねというような話し合いができる場

所が必要だなというふうに思うのです。 

私たちの社会教育の場所でやはりいろ

いろな話が出てくるんですが、子どもの話

が、僕が子どもがいて子どもがいる社会教

育委員ということがあるかもしれませんが、

子どもの教育の話が結構熱くなることが多

いのですね。その中でこの推進目標という

ものをみんなで話し合ってきたのですが、

言葉を本当に短くまとめるということが相当

大変だったと思います。 

さっき宮崎さんがおっしゃったように、社

会教育の担当職員の方々が相当悩まれて

整理してくれたのですが、やはり短い言葉

に全てを織り込むことが難しいのです。そ

れだけ世の中が多様化しているし、大人の

接し方も多様化しなければいけないし。大

沼さんがおっしゃったように、子どもの進路

も本当に多様化していて、僕らが当たり前

のようにしてなっていた会社とか仕事とか

がなくなっていく。本当に肉体労働をされ

ている方々の仕事も場合によっては機械

化されるような時代になっていますので。 

本当に子どもが自分でどのように生きた

いのかということを、小さいうちから、自分の

心の種のようなそういう思いをどんどん大き

くしてあげられるような大人、教育現場とい

うか、そういう学校があってほしいなとすご

く願っています。 

なので、いつか機会があれば、教育委

員さんとか教育長さんとか町長さんにいろ

いろ話したいなというふうに思っていること

がすごく一杯あるのですけど、学校につい

てもやっぱりちゃんと意見を出し合って話

し合いができる場が必要だと思っていま

す。今、学校運営協議会にも関わらせてい

ただいているのですが、その学校運営協

議会を通じて少しそういうことをしたいなと

思っていますけれども、何かそういう機会が

ありましたらいろいろと議論させながら進め

て行きたいと思っていますのでよろしくお

願いしたいと思います。 

 

（矢萩教育長） 

ありがとうございました。 

４人の教育委員さんも私ども教育委員会

も、基本は「地域の子どもは地域で育てる」

「子どもを中心にとらえたものの見方、考え

方」というものをここはぶれずにやっていき

たいと思っております。 

今、寺田さんからお話のありました学校

運営協議会も然りでありますけれど、また

いろいろな場面で意見交換だとかそういっ

たお話ができるがあればと思っております

のでよろしくお願いします。 

それでは、伊藤委員さん、よろしいです

か。何かあれば。 

 

（伊藤委員） 

常日頃、卒業してからすぐ自分の会社

の方をやって、その仕事の合間で子どもた

ちとも関わりあいを持ちながらをずっとやっ

ていたのですが、その時は確か学社融合

の時代ではなくて、一般の人は学校に入っ

てはいけないと、学校には口を出すなとい

うような雰囲気の中でやっていたのが、ここ

にきて、今は学校の先生が非常にいろい

ろな面で負担がたくさん重なっていると。そ

ういうことを考えた時に、今はすでに博物

館だとか図書館だとかはもう学校との関わ

りがだんだん深くなってきていると思いま

す。スポーツもだんだん関わりが深くなって

きて、本当に今は学社融合の時代になり

つつあるなというところで。 

先生方はいずれは転勤になってしまうの

で、地元の人である程度カバーできるよう

な、フォローアップできるようなことができて

いければ良いなと思っているのですけれど

も。 

たまたま社会環境が、もう少子高齢化の

関係でスポーツの世界でもなかなか指導
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する人もだんだん少なくなってきて生徒数

も少なくなってきて、なかなか難しい時代に

なってきているということは事実なのだけれ

ども、そういうことがあっても学校教育と社

会教育がうまく抱え合い持ちながらやって

いけば、子どもたちは間違いなく素晴らし

い方向に向かっていくのかなということをい

つも思っています。そんな形の中でやって

いければ良いのかなと思っています。 

 

（矢萩教育長） 

ありがとうございます。 

本当に、地域の子どもは地域で育てると

いうことなのかなと思いますね。 

それでは、下山委員さんよろしいです

か。 

 

（下山委員） 

下山です。いつもお世話になっておりま

す。 

何をお話ししたら良いか考えながらいま

したけれども、せっかくのお話ができる機

会ということなので、社会教育委員としてと

いうよりも個人的なところになってしまうのか

なと思うのですけれども、やはりまちづくりと

いうのがすごく重要なところなのかなという

気がしていまして、最近いろいろと目まぐる

しい変化だとか社会情勢だとかが去年とは

違うスタンダードで行くというのが毎年毎年

変わっている状況で、その中で教育ないし

社会活動、そのところがどう対応していくの

かというのがこれもスピードが求められてく

るのかなということが感じていたりするので

す。 

かと思えば国は、国はというか持続可能

な開発、環境づくりというところで考えてい

くと、美幌の、先程もお話があったりするの

ですけれども、人口が少なくなっていくとい

うことも、それを意味してというわけではな

いと思うのですけれども、それを含めてそ

のことを考えていかないといけないのかな

と思っています。 

では、僕らができること、魅力があるまち

づくりというのもそういう意味では必要にな

ってくるのかなと思います。人が流出しな

いだとか。まあ、流入して来てくれれば素

晴らしいことだとは思うのですけれども、や

はり、魅力、ここに住みたいという思いをど

れだけ多くの人と共有できるかというのが

大事になってくるので、その中のひとつに

社会教育というのが重要な場所にあるのか

なと思います。僕もこの町が好きで居ます

ので、どの様に皆さんで認めていただいて

魅力のある町にするのかということを、どう

やってこの変化の激しい時代の中でやっ

ていけたら良いのかなということを、皆さん

のお話を聞きながら実践の中でやってい

けるかということが自分の中での課題なの

かなというふうに思っております。まとまって

いないのですけれども以上です。 

 

（矢萩教育長） 

ありがとうございます。 

それでは、あとお二方。 

杢師さんよろしいですか。 

 

（杢師副委員長） 

私も社会教育委員となってこの中では

長く活動をしている一員で、平成２３年から

ということでなっているのですけれども、本

当に名ばかりで大した仕事もしてないんじ

ゃないかなとも思いますけれども、昔という

か小川委員がいたころは、紙の上の会議

で次々とページをめくって報告をどんどん

聞いて実際の中身のことは全くわからなか

のですけれども、スポーツ、図書館、博物

館それから社会教育を、５年目くらいにな

ったのかちょっとはっきりしないのですけれ

ども、それぞれの内容を視察することによ

って、それぞれのやっている事業の内容が

すごくわかって、実際に私たちも身体を使

って現場でいろいろなことを勉強させてい

ただいて、それで少し社会教育委員の内

容というか実際にやられていることが分か

ってきて勉強になったかなと思います。 

それを活かして、美幌の子どもから高齢

者までというところでいろいろなことに対応

することによって、元気な美幌町をこれから
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みんなで力を合わせてやっていきたいなと

いうことで、視察もまだまだできていない部

分もいっぱいあるので勉強しながらやって

いきたいと思っています。以上です。 

 

（矢萩教育長） 

ありがとうございます。 

それでは、結びに牛島委員長の方か

ら。 

 

（牛島委員長） 

結びになるかどうかは分かりませんけ

ど。 

それぞれの皆さんがお話していただい

たことはその通りかなというふうに思ってお

ります。 

加藤職務代理の方からもお話がありまし

たけれども、美幌町の社会教育委員の活

動は管内的にも素晴らしい中身だと思いま

す。それぞれの会で振興セミナーとか北

見・斜網地区の研修会とかに出ていろいろ

と報告することもあったのですがその中で

も見劣りもしないし、美幌は管内でも本当

に最先端の方を走っている活動かなと、そ

ういうふうに思わせていただいたことには本

当に感謝しております。 

皆さんのお話を聞きながら考えたのです

が、私も美幌は外から入って来た者ですか

ら良く見えるのですけれども、施設も素晴ら

しいし、人も温かいし、いろいろな計画、町

の総合計画も含めてこの社会教育中期計

画も素晴らしいものが整っていると思いま

す。 

子育て、子ども中心にという話があります

けれども、ちょっと心配しているのがここ数

年、美幌で生まれる子どもが非常に少ない

のですよね。４０、ひょっとしたら切れている

のかな。４０人を３つの小学校にどのように

分けて子育てしていくのかなと考えた時に

近い将来大きな決断をしなければならない

のかなということも勝手に考えているので

す。ご意見を申し上げるにはちょっとはば

かるので沈黙しておりましたが、今日はこ

のような機会をいただきましたので、そこは

大きな決断を何処かでしなければならない

のだろうなあと。他人事のように、本当は自

分の事なのだと思うのですけれども、思っ

ておりまして非常に心配しております。 

子どもが減るとやっぱり町に元気がなく

なりますよね。今居られる方は、非常に力も

あって素晴らしい方が沢山美幌にはいるの

ですよね。人材は沢山いるのですけど、肝

心の子どもが少ないというのが本当に残念

というか、本当にどうしたもんかなあと。 

下山委員からもありましたけれども、やっ

ぱり魅力ある町を作って、子育てしやすい

美幌町という環境を更に整えられたらいい

のかなと。先進的なところありますよね。旭

川の方の東川町とかそれから東神楽町と

か。沢山あるのですけれども、やはりお金

を投資して子どもを育てやすい環境をいろ

いろと工夫をしてやっていく。まずは未来

の町を作っていくという。 

美幌町を、私たちの後を引き継いでくれ

る子どもたちを育てられるように、多くの子

どもたちを育てられるような環境等々が整う

と、更に美幌町としては管内に誇れる美幌

町になるのかなというふうに思っておりま

す。なかなか難しい問題はたくさんあります

けど、教育行政の中でできることがあるの

であればやはり大きな決断をしながら進ん

でいかなければならないのではないかな

と。すみません、年ばかり取っているので、

心配ばかりしているのですけれども、その

ようなことを考えております。 

今日はありがとうございます。正直な意

見を言わさせていただきました。 

 

（矢萩教育長） 

ありがとうございました。 

ただいま社会教育委員さんのご意見も

いただいたところですが、社会教育委員さ

ん、教育委員さんは日頃から様々な活動

をされており、沢山の視点からご意見をい

ただき本当にありがとうございました。 

皆様の発言には、私ども教育行政を進

めていく上での非常に大きなエッセンスが

散りばめられていると感じているところであ
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ります。 

教育行政をしっかりと少しでも前へ進め

ていくために、これからも知恵を絞り、汗を

流していきたいと思っております。 

私自身も教育は人づくり、人づくりはまち

づくり、故に教育はまちづくりそのものであ

る、こういった思いで日々の教育行政の執

行に取り組んでいるところであり、第７次の

中期計画、そして今回答申いただきました

計画案の基本目標でもあります「夢を育む

体験、温かい人をつくるまちづくり」これら

の実現に向けてもしっかりと進めて参りた

いと思っております。そのためにも社会教

育委員の皆さんの役割は重要であります。 

今後もより大きなご支援をいただければ

と思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

なかなかまとまりのないところだったので

すけれども、皆さんから貴重なご意見をい

ただきました。以上で意見交換の方を閉じ

させていただいてもよろしいでしょうか。 

ありがとうございます。それでは、再び牛

島委員長の方にタッチしたいと思います。 

 

（牛島委員長） 
大変ありがとうございました。 

教育長の司会のもと、それぞれ教育委員

の皆さん、社会教育委員の皆さんから色々

な意見をいただけたなと思っております。

必ずやこのことがいろいろな形で実ってい

くことを願っているところでございます。 
 

６  そ の 他                  

 

（牛島委員長） 
それでは、次にその他に入らせていた

だきます。 

はじめに各課課長・館長からの連絡事

項ですが、お手元に配布されております各

課課長・館長連絡事項に記載の内容の通

りでございますので、ご一読いただくことで

連絡に代えさせていただきたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

何かこの書かれていることにつきまして

ご質問等ありますか。 

ありませんか。ありがとうございました。 

最後に次回会議の日程について、事務

局より報告をお願いいたします。 
 

（松尾社会教育課長） 

本日は、長時間にわたり会議にご出席

いただきましてありがとうございます。 

次回会議につきましては、３月２５日金

曜日、マナビティーセンターでの開催を予

定しております。３月２５日金曜日１８時３０

分から、会場がマナビティーセンターにな

りますのでよろしくお願いします。 

次回会議におきましては、令和３年度社

会教育関係各課の事業実績報告と第７次

美幌町社会教育中期計画の単年度評価と

いうことで、第７次計画最後の評価作業と

なります。初めて取り組まれる委員さんもお

られますので、次回会議で改めて説明をさ

せていただく予定です。次回会議の案内

文書等につきましては、後日別途送付させ

ていただきますので、引き続き皆様方のご

理解とご協力をよろしくお願いいたします。

以上でございます。 

 

（牛島委員長） 
次回会議は３月２５日金曜日マナビティ

ーセンターでございますのでよろしくお願

いいたします。 

本日は長時間にわたり、慎重な審議、ま

た貴重な意見交換をさせていただきまして

ありがとうございました。社会教育委員力を

合わせて活動を推進してまいりますので、

今後ともよろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、令和３年度 第４回美

幌町社会教育委員会議を終了いたしま

す。本日は大変ありがとうございました。 

 

【閉  会】 


